
ＩＴＳ情報通信システムシンポジウム

プローブ情報を活用した動的経路案内システムプローブ情報を活用した動的経路案内システム
（Ｐ－ＤＲＧＳ）について（Ｐ－ＤＲＧＳ）について

20052005年年66月月1616日日

Ｐ－ＤＲＧＳコンソーシアム総括代Ｐ－ＤＲＧＳコンソーシアム総括代
表表

名古屋大学大学院環境学研究科名古屋大学大学院環境学研究科

森森 川川 高高 行行



１９８７年の商品化以来、
売れ続けるビッグヒット

国内累計出荷台数の推移

日本のＩＴＳの「雄」日本のＩＴＳの「雄」 カーナビカーナビ



■電波ビーコン
（高速道路）

■光ビーコン
（主要幹線道路）

■FM多重放送
（既設放送設備）

VICSセンター

ＪＡＲＴＩＣ（日本道路交通情報センター）等
情報収集

情報提供

事故

表示例

レベル１ 文字表示型

レベル２ 簡易図形表示型

レベル３ 地図表示型

ＶＩＣＳなし ＶＩＣＳあり

ＶＩＣＳのシステム構成

カーナビに渋滞情報を届けるＶＩＣＳカーナビに渋滞情報を届けるＶＩＣＳ



・１９９６年４月に首都圏からスタート

・カーナビの３／４がＶＩＣＳ受信機装着

ＶＩＣＳ受信機累積出荷台数

ＶＩＣＳの普及状況ＶＩＣＳの普及状況



主要幹線道路の定点で２４時間観測

高い信頼性

感知器設置のコスト

感知器が設置されていない道路の状況が不明

ＶＩＣＳ型道路交通情報収集ＶＩＣＳ型道路交通情報収集のの光と影光と影



VICS情報提供道路

ＶＩＣＳ情報提供道路の例ＶＩＣＳ情報提供道路の例



VICSセンター

下りの情報下りの情報

位置情報位置情報

速度速度

ワイパーの使用状況ワイパーの使用状況

上りの情報上りの情報

プローブセンター

プローブビークルプローブビークル プローブパーソンプローブパーソン

これまでのこれまでのITSITSはは下りの情報下りの情報

つまりユーザーにどのようなつまりユーザーにどのような
情報を提供するかということ情報を提供するかということ
に注目されがちであったが、に注目されがちであったが、
情報収集に関してユーザーを情報収集に関してユーザーを
利用する、つまり利用する、つまり上りの情報上りの情報
の活用の研究・開発は遅れの活用の研究・開発は遅れ
がちであったがちであった

ITSITSにおいて取り扱われるにおいて取り扱われる『『情報情報』』



プローブ情報システムプローブ情報システム



プローブカー情報の例プローブカー情報の例 ーー 走行速度走行速度

リアルタイム渋滞情報のインターネットによる配信



プローブカー情報の例プローブカー情報の例 ーー 降雨降雨

30分後に
雨が降り
そうだ！

ワイパー作動状況による降雨情報の配信



プローブカー情報の例プローブカー情報の例 ーー 危険箇所危険箇所

事故多発事故多発
箇所箇所

急ブレーキ急ブレーキ
発生頻度発生頻度

潜在的な危険交差点の抽出が可能に



VICS情報提供道路 プローブ情報提供道路

VICS情報：主要幹線道路のみ

プローブ情報：細街路を含めた広いエリアをカバー

プローブカー情報の例プローブカー情報の例 ーー 収集エリア収集エリア



プローブカー情報の例プローブカー情報の例 ーー 収集エリア収集エリア

郊外では収集されるデータ密度が低い

VICS情報との融合
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プローブ情報→ばらつきが大きい



マップマッチングによる走行経路の同定マップマッチングによる走行経路の同定

プローブカーデータ

車両位置座標と近接リンク 走行経路の特定



経路選択分析経路選択分析

空港→名古屋駅 名古屋駅→空港



プローブ情報と感知器情報による交通量－速度分析プローブ情報と感知器情報による交通量－速度分析
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交通流分析の基本となる交通流分析の基本となる““交通量－所要時間交通量－所要時間””の分析の分析

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

0 200 400 600 800 1000 1200 1400 1600

系列1

系列2

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

0 200 400 600 800 1000 1200 1400 1600

系列1

系列2

系列3

リ
ン
ク
所
要
時
間
（
分
） リンク交通量（台／時間） （リンク長約１ｋｍ）

道路リンクの交通量と所要時間の関係
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コンテンツ提供企業
・百貨店
松坂屋

・ホテル
ｳｪｽﾃｨﾝﾅｺﾞﾔｷｬｯｽﾙ

・飲食店
UFJｶｰﾄﾞ系列228店舗

･観光施設
産業技術記念館等

情報センター

DSRC
アンテナ

名鉄交通
本社

つばめ
本社

プローブ情報利用者
・官公庁
・大学
・企業
・一般市民

位置動態情報

広告、ニュース等
の情報

位置動態情報

車載器 搭載車両

DSRC
アンテナ

携帯電話網

タクシー事業者

名古屋市内
名鉄グループ
つばめグループ
宝交通など３２社

名古屋市内
１５７０台

インターネットＩＴＳインターネットＩＴＳ 名古屋実証実験（名古屋実証実験（20022002年年11月～）月～）



車載器 事務所PC

必要な機器
提供サービス（例）

事務所PC

車両位置・動態

GPS
パケット
通信機

モバイル
サーバ
タイプ１

走行実績管理

道路混雑度

ナビ付車載器

タイプ１タイプ１(845台)

タイプ２タイプ２(655台)
降雨状況

タクシー車両運行管理アプリケーションタクシー車両運行管理アプリケーション



基
本

車載機 事務所PC

必要な機器
提供サービス

事務所PC

GPSパケット通信機

ＤＳＲＣ無線機

乗客向け
タッチパネル

プッシュ型コンテンツ配信の実験
（時と場所に応じてコンテンツの選択・配信）

Type1の機能に加えて下記の機能が利用可能タイプタイプ33(70台)

タクシー乗客向けアプリケーションタクシー乗客向けアプリケーション



クルマに情報を供給するのでなく、車から情報を得る

名古屋で1500台のタクシーを使った世界最大の実験

速度速度⇒⇒混雑情報混雑情報ワイパーワイパー⇒⇒降雨情報降雨情報

プローブ情報を活用した新しいビジネスの可能性プローブ情報を活用した新しいビジネスの可能性



（財）科学技術交流財団（財）科学技術交流財団

中部経済産業局中部経済産業局

名古屋大学名古屋大学

名古屋工業大学名古屋工業大学

慶應義塾大学慶應義塾大学

名古屋タクシー協会名古屋タクシー協会

トヨタトヨタ

デンソーデンソー

NECNEC

エイワークスエイワークス

民
間
企
業

大
学

コンソーシアム

ア
ド
バ
イ
ザ

千葉工業大学千葉工業大学

熊本大学熊本大学

名古屋女子文化短期大学名古屋女子文化短期大学 研究開発期間
2002年3月～2003年3月

総括研究代表者
名古屋大学 森川高行

副総括研究代表者
デンソー 立松淳司

ＩＴＳ Ｊａｐａｎ 小野恒夫

経済産業省即効型地域新生コンソーシアム経済産業省即効型地域新生コンソーシアム

車のインターネット接続による新たなコンテンツ事業の研究開発車のインターネット接続による新たなコンテンツ事業の研究開発



プローブ情報活用のキラーアプリケーションプローブ情報活用のキラーアプリケーション

インテリジェントナビとダイナミック交通マネジ
メントへの展開

Step 1: プローブ蓄積情報による曜日や時間帯別の所要時間を
利用した最短経路案内

Step 2: リアルタイム予測所要時間を用いたインテリジェントナビ

Step 3: リアルタイム交通情報と各車からの行き先情報を交通
シミュレータに入力し，ネットワーク上の交通状況を予測
しながら交通管理を行うダイナミック交通マネジメント



PP--DRGSDRGSとはとは

Probe-vehicle-based Dynamic Route Guidance System

“Ｐ-ＤＲＧＳコンソーシアム”

今後活用が大きく広がるプローブカー
システム（後述）を利用した動的経路
案内システム（ＤＲＧＳ）の研究開発を
行う産学連携組織

• 動的経路案内システムの事業化
• 従来のカーナビを凌ぐ高精度な経路案
内の実現

• 交通混雑の緩和 / 既存の道路インフラ
の活用

開発の狙い開発の狙い



コンソーシアム参加組織コンソーシアム参加組織

交通工学、情報科学、情報通信技術、カーエレクトロニクス、
デジタル地図、そして交通・気象・地域などの情報提供サー
ビスのノウハウと実績を持つ組織が参加して研究開発

日本気象協会

Japan Weather Association

Nagoya University

NEC corporation

A-works co.,Ltd

Consortium

総務省 戦略的情報通信
研究開発推進制度

DENSO corporation

総括研究代表者：森川高行（名古屋大学）



プローブ情報を活用したプローブ情報を活用した
動的経路案内システム動的経路案内システム
「「PRONAVIPRONAVI」」



「「PRONAVIPRONAVI」と」とはは

３つの「３つの「PROPRO」を実現」を実現

P-DRGSコンソーシアムが開発中の動的経路案内
技術を用いた近未来型ナビゲーションシステム

● Probe情報を最大限に活用

● 交通状況に対して、従来のよう
にReactive（反応型）ではなく、
Proactive（予測対処型）な対応

● 運転のProfessionalもうならす



プローブ情報を活用した動的経路案内技術の開発

世界最大規模のプローブ情報基盤を持
つ動的経路案内システムのプロトタイプ

実用モデルに近いシステムを開発し、
一般ユーザーにデモ配布

ITS世界会議

2001  02 03 04 05 06 07        08

P-DRGSコンソーシアム
経産省
地域新生ｺﾝｿｰ
ｼｱﾑ研究開発

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ITS名古屋
実証実験

愛・地球博

デモ１

デモ２（2004年10月）

（2005年3月～9月）
ダイナミックモビリティ事業展開へ

PP--DRGSDRGSの研究開発経緯と計画の研究開発経緯と計画

1500台のプロー
ブタクシー

プローブ情報ビジ
ネスの検討



PRONAVIPRONAVIのシステム概念図のシステム概念図

センターへ問い合わせ

Semi-DRGS

異常状況検知 公共交通利用希望

更新蓄積情報の配信

携帯端末・カーナビ

プローブ＋ VICS情報の配信

マルチモードDRG

マルチモードDRG

パケット通信

地上デジタル波

DSRC
パケット通信

パケット通信等

プローブ
情報

ＶＩＣＳ
情報

公共交通機
関運行情報

リアルタイム交通モニタリング
交通状況予測
マルチモードDRG計算
蓄積情報の更新
地域情報

DRGSセンター



PRONAVIPRONAVIの特徴の特徴

●● 幹線道路だけでないすべての道路からの交通情報を利用幹線道路だけでないすべての道路からの交通情報を利用

●● 過去の蓄積情報から曜日・時刻・天候別の所要時間を予測過去の蓄積情報から曜日・時刻・天候別の所要時間を予測

●● リアルタイム情報から蓄積情報を修正・更新リアルタイム情報から蓄積情報を修正・更新

●● 公共交通利用経路を含むマルチモード案内公共交通利用経路を含むマルチモード案内



技術的特長①

蓄積プローブ情報による旅行時間DB

ＤＲＭ単位に過去の旅
行時間の平均値を時
間テーブルにしたもの

９ヶ月間のプローブ
データを集計処理
（約５億件のデータ）

１０万リンク、２万ｋｍ相
当を対象に旅行時間
テーブルを作成

MON
5:00～5:15 5:15～5:30 5:30～5:45

3’50’’ ・・・

2’30’’

3’30’’

2’20’’

1’20’’

3’20’’

2’19’’

1’30’’

4’00’’

・

・

・

・

Link 1

Link 2

Link 3

Link N

曜日・時刻別リンク旅行時間テーブル



速度情報-金曜日（晴） 15:0018:0021:000:00速度情報-土曜日（晴）

任意の時刻・道路区間の旅行時間情報が利用可能



プローブ情報のはずれ値を削除するためにデータマ
イニング技術による自動的データクレンジング
（ＮＥＣ開発の”SmartSifter”を使用）

旅行時間テーブルを用いた最短経路探索エンジンを
名大が開発。旅行時間の変化が大きい時間帯でも最
短経路を探索可能。



最短経路探索エンジン

出発後の交通状況の変化を予測→最短経路を探索



技術的特長②

蓄積情報とリアルタイム情報の融合

リアルタイム交通情報の収集



技術的特長③

プローブ情報とＶＩＣＳ情報の融合

旅
行
速
度

時刻

プローブ情報は時間的に連続していない

VICS情報

プローブ情報

VICSVICS情報との融合情報との融合 時間的に連続したデータへ時間的に連続したデータへ

融合関数の作成



技術的特長④

その他のリアルタイム情報の利用

リアルタイム事故・渋滞・工事情報の配信

工事詳細情報



技術的特長④

鉄道経路を含むマルチモードＤＲＧＳ

車利用ルートのみではなく
公共交通利用ルートを同時に提供

モード変更の機会を提供

環境にもやさしい移動を実現



2005年度のPRONAVIデモ

愛・地球博開催による交通状況の変化も予測

モニター
（数百人）イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

P-DRGSセンター（名大）リアルタイム
プローブ情報

リアルタイム
気象情報

リアルタイム
JARTIC情報

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

公共交通
時刻表DB

蓄積
プローブDB

マルチモード最適
経路探索エンジン

リアルタイム情報（交通，天候）を利用した
任意の時刻，任意の地点におけるマルチモード経路案内

リアルタイム情報（交通，天候）を利用したリアルタイム情報（交通，天候）を利用した
任意の時刻，任意の地点におけるマルチモード経路案内任意の時刻，任意の地点におけるマルチモード経路案内



これからのプローブ情報システム

タクシー、トラック、バス、自家用車など様々な
車種から様々なメディアを使ってアップリンク

携帯電話

現在のパケット通信は高品質・高価格なのでプローブ情報
取得には不向きかもしれないが、ヨーロッパではショートメッ
セージを利用したプローブ情報取得モデルが確立

デジタル専用無線、デジタルMCA

商用車管理情報をプローブ情報として利用

DSRC

新規格の統合型車載機とビーコンで乗用車からも情報取得



これからのプローブ情報システム

• 緯度経度及びタイムスタンプが定期的に得られれば
（例えば１００ｍ走行ごと、３０秒ごとなど） 、
リアルタイムで経路を特定し（マップマッチング）道路の
各リンクの所要時間情報を得ることが可能
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3030秒間隔のデータ収集で秒間隔のデータ収集で95%95%程度の経路特定精度程度の経路特定精度



プローブ情報の共通プラットホームの構築

検知器データと補完しあいながら、より利用しやすい
交通情報収集システムへ

プローブ情報プラットホームプローブ情報プラットホーム

道路管理者

タクシー事業者 バス事業者 運送業者

カーメーカークラブ研究機関

これまでは，これまでは，
各主体ごとにデータ収集・分析を行ってきた各主体ごとにデータ収集・分析を行ってきた

これからのプローブ情報システム



これからの交通情報提供システム

ヨーロッパで展開されているTMC（Traffic 
Message Channel）などの例を参照しながらフレ
キシブルなシステムを構築

収集系

FCD（Floating Car Data）の普及

分析・配信系

ＦＭ多重放送の利用



これからの交通情報提供システム

放送と通信の融合により一斉同時提供と個別
双方向提供を最適化

一斉同時提供

地上デジタル波放送などを使い、テレビ、ラジオ、カーナビ、
携帯電話などに渋滞・規制情報などを提供

個別双方向提供

有線、DSRC、無線LAN、パケット通信などを使い、個別の
目的地への最適経路や目的地情報などを提供

目的地のリクエスト状況を交通予測にフィードバック


	３つの「PRO」を実現
	技術的特長①
	技術的特長②
	プローブ情報とＶＩＣＳ情報の融合
	鉄道経路を含むマルチモードＤＲＧＳ



